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近年、障害者雇用の促進は企業の社会的責務であるとともに、多用な人材が活躍できる職場
づくりの一環として、その重要性が高まっているが、一方で会員事業者から様々な課題も指摘
されている。そのため、当協会では、障害者雇用制度の概要や支援制度等について理解を深め、
今後の雇用促進に役立てていいただくこと等
を目的に８月６日（木）に九州沖縄トラック研
修会館において沖縄労働局主催による勉強会
を開催し、会員事業者から16名が参加した。
勉強会では、障害者雇用を進めるに当たっ

ての基本的な考え方や、職場環境の整備、実
際の雇用につながるポイントについても説明
があった。受講者から、トラック運送事業者に
対する制度的な配慮を求める意見が出された。

令和８年第一期優秀安全運転事業所表彰が
７月２７日（月）沖縄署、７月２９日（水）沖縄県
警察運転免許センター、８月４日（火）那覇署
において挙行され、当協会会員事業者からプ
ラチナ賞１事業者、銅賞２事業者の計３事業
者が受賞されました。
この表彰は、交通安全に深い理解を示し、
自動車安全運転センターが発行する運転記録
証明書及び分析資料を活用した積極的かつ適
切な安全運転管理に努めるなど交通事故の防
止に抜群の貢献をされた事業所に対する表彰
です。誠におめでとうございます。
今後益々のご活躍を期待申し上げます。

沖縄労働局の担当課による説明

【プラチナ賞】沖縄郵便逓送株式会社

【銅賞】海邦サントリーロジスティクス株式会社

【銅賞】	Asiatic Trans-Pacific A Division of The 
Pasha Group

（アジアティック トランスパシフィック）

令和８年 第一期 優秀安全運転事業所表彰

受賞おめでとうございます

障害者雇用に関する勉強会の開催障害者雇用に関する勉強会の開催

1 沖縄トラック情報　2026. 9

令和８年８月16日（日）9：00～　　場所：サラダボウル(124名参加)
ご参加、ご協力頂きありがとうございました。

78位（那覇支部賞） 109位（トラックの日賞） 抽選会

開会式 開会挨拶　上原支部長 選手宣誓　沖縄物流㈱　比嘉 様

団体優勝 個人優勝

★団体成績
優　勝　琉球通運㈱
準優勝　ALSOK沖縄㈱�Ｂ
３　位　㈱運輸Ｂ

★個人成績
優　勝　玉城 小夏　琉球通運㈱
準優勝　金城 広和　浦西産業㈱
３　位　大城 幸人　沖縄西濃運輸㈱

★16位（当日賞）
　幸地 妥　前田運輸㈱
★78位（那覇支部長賞）
　金城 来夢　㈱小禄運輸
★109位（トラックの日賞）
　与那嶺 愛恵　㈱小禄運輸

令和８年度 那覇支部 親善ボウリング大会那覇支部 親善ボウリング大会
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陸災防沖⽀発第１１号 
令和８年８⽉２６⽇ 

各  位 
  

陸上貨物運送事業労働災害防⽌協会沖縄県⽀部 
    登録番号：Ｔ４−０１０４−０５００−１８５２ 

                                ⽀部⻑ 新 城 英 ⼀ 
                                     （公印省略） 
   

テールゲートリフター特別教育に係る「インストラクター養成講座」の実施について 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、当⽀部事業運営に格別なるご協⼒を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、令和５年３⽉２８⽇に、改正労働安全衛⽣規則が公布され、令和６年２⽉１⽇より、荷を積み卸
す作業を伴うテールゲートリフターの操作業務が特別教育の対象として義務化されました。 

これを受け、当⽀部では⾃社内で教育をすることが困難な事業場のために、⾃社内で特別教育を⾏うた
めの講師を対象とした養成講座を実施いたしますので、関係事業場におかれましては是⾮受講していただ
きますようご案内申し上げます。 

敬具 
記 

   
１、 実施⽇ 令和８年１０⽉２２⽇（⽊）１０：００〜１６：３０ 
２、 場 所 九州沖縄トラック研修会館（５F 第１研修室） 住所：那覇市港町２丁⽬５番２３号 
３、 定 員 ７０名 ※先着順 
４、 修了証 本講座修了者に修了証を交付します。 
５、 資 料 ・テールゲートリフター作業者必携   ・テールゲートリフターハンドブック 
      ・インストラクター学科教育⽤資料   ・インストラクター指導要領・参考資料 

・受講者特典（学科教育⽤パワーポイント教材及び実技のポイント動画のURL） 
 

６、 受講料 会 員 35,200 円（税込）（内消費税10％ 3,200円） 
⾮会員 45,100 円（税込）（内消費税10％ 4,100円） 
 

受講料の⽀払いは「受付完了」のＦＡＸ到着後、１０⽉１５⽇（⽊）迄に以下の⼝座にお振込みくだ
さい。振込が確認できない場合はキャンセル扱いとします。 
〇沖縄銀⾏ 曙町⽀店 普通預⾦ ⼝座番号 １１４９４７０ 
 陸上貨物運送事業労働災害防⽌協会沖縄県⽀部 
 ⽀部⻑ 新城 英⼀（シンジョウ ヒデカズ） 
 ※振込⼿数料はご負担願います。 
 ※振込後の返⾦は原則いたしません。 
 

７、 受講申込 
・申込書に必要事項を記⼊し、１０⽉１３⽇（⽕）迄に当⽀部窓⼝⼜はＦＡＸにてご提出下さい。 
・申込受付後「受付完了」のＦＡＸを返信いたします。 
・⾃社で指導される⽅を対象とした講座です。 
・講座内容は、座学の学科のみです。実技は実施しません。 

※会場の都合等により変更⼜は中⽌する場合がありますので、予めご了承ください。 
８、 お問い合わせ先 

陸上貨物運送事業労働災害防⽌協会沖縄県⽀部 FAX：098-863-3591 ℡：098-863-0280 
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４、 修了証 本講座修了者に修了証を交付します。 
５、 資 料 ・テールゲートリフター作業者必携   ・テールゲートリフターハンドブック 
      ・インストラクター学科教育⽤資料   ・インストラクター指導要領・参考資料 

・受講者特典（学科教育⽤パワーポイント教材及び実技のポイント動画のURL） 
 

６、 受講料 会 員 35,200 円（税込）（内消費税10％ 3,200円） 
⾮会員 45,100 円（税込）（内消費税10％ 4,100円） 
 

受講料の⽀払いは「受付完了」のＦＡＸ到着後、１０⽉１５⽇（⽊）迄に以下の⼝座にお振込みくだ
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 ※振込⼿数料はご負担願います。 
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沖ト協発第 89 号 
令和 8 年 8 月 3 日 

 
会員事業者 各位 
 

（公社）沖縄県トラック協会会長 
   （ 公 印 省 略 ） 

 
 

令令和和８８年年度度  運運行行管管理理者者等等一一般般講講習習のの開開催催案案内内ににつついいてて 
 
 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、当協会の業務運営において格別なるご協力を賜りお礼申し上げます。 
標記につきまして、別添のとおり自動車事故対策機構より講習のご案内がございます。つきましては、

別添の「「22002266年年度度（（令令和和 88年年度度））運運行行管管理理者者等等一一般般講講習習（（動動画画視視聴聴方方式式））＜＜後後期期＞＞のの開開催催ににつついいてて」」のの
対対象象者者に該当する方は、インターネット予約システムにてお申し込みください。 
※インターネット予約システムをご利用になれない方は、自動車事故対策機構へ直接ご連絡ください。 
 なお、会員事業者で陸運事務所に運行管理者として選任届出のある方でも、当日、受受講講手手数数料料（（３３，，
２２００００円円））のお支払いが必要となります。お支払い後、助成金の申請をしていただいた事業者のみ、受
講手数料の交付を行います。選任届出されていない方が受講する場合は、助成対象外となりますのでご
了承ください。 

謹白 
     
 
 ●講習申込方法（インターネットによる申し込み） 
   自動車事故対策機構ＨＰ上のインターネット予約システムより直接お申込みください。 
   https://www.nasva.go.jp/ 
 
 
●お問い合わせ先（申込状況、キャンセル、受講内容等） 
独立行政法人 自動車事故対策機構 沖縄支所 
住 所：那覇市泉崎２－１０３－４ 沖縄県ハイヤータクシー会館３Ｆ 
TEL：０９８－９１６－４８６０ FAX：０９８－８３５－４２１４ 
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沖ト協発第 89 号 
令和 8 年 8 月 3 日 

 
会員事業者 各位 
 

（公社）沖縄県トラック協会会長 
   （ 公 印 省 略 ） 

 
 

令令和和８８年年度度  運運行行管管理理者者等等一一般般講講習習のの開開催催案案内内ににつついいてて 
 
 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、当協会の業務運営において格別なるご協力を賜りお礼申し上げます。 
標記につきまして、別添のとおり自動車事故対策機構より講習のご案内がございます。つきましては、
別添の「「22002266年年度度（（令令和和 88年年度度））運運行行管管理理者者等等一一般般講講習習（（動動画画視視聴聴方方式式））＜＜後後期期＞＞のの開開催催ににつついいてて」」のの
対対象象者者に該当する方は、インターネット予約システムにてお申し込みください。 
※インターネット予約システムをご利用になれない方は、自動車事故対策機構へ直接ご連絡ください。 
 なお、会員事業者で陸運事務所に運行管理者として選任届出のある方でも、当日、受受講講手手数数料料（（３３，，
２２００００円円））のお支払いが必要となります。お支払い後、助成金の申請をしていただいた事業者のみ、受
講手数料の交付を行います。選任届出されていない方が受講する場合は、助成対象外となりますのでご
了承ください。 

謹白 
     
 
 ●講習申込方法（インターネットによる申し込み） 
   自動車事故対策機構ＨＰ上のインターネット予約システムより直接お申込みください。 
   https://www.nasva.go.jp/ 
 
 
●お問い合わせ先（申込状況、キャンセル、受講内容等） 
独立行政法人 自動車事故対策機構 沖縄支所 
住 所：那覇市泉崎２－１０３－４ 沖縄県ハイヤータクシー会館３Ｆ 
TEL：０９８－９１６－４８６０ FAX：０９８－８３５－４２１４ 
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沖ト協発第 89 号 
令和 8 年 8 月 3 日 

 
会員事業者 各位 
 

（公社）沖縄県トラック協会会長 
   （ 公 印 省 略 ） 

 
 

令令和和８８年年度度  運運行行管管理理者者等等一一般般講講習習のの開開催催案案内内ににつついいてて 
 
 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、当協会の業務運営において格別なるご協力を賜りお礼申し上げます。 
標記につきまして、別添のとおり自動車事故対策機構より講習のご案内がございます。つきましては、

別添の「「22002266年年度度（（令令和和 88年年度度））運運行行管管理理者者等等一一般般講講習習（（動動画画視視聴聴方方式式））＜＜後後期期＞＞のの開開催催ににつついいてて」」のの
対対象象者者に該当する方は、インターネット予約システムにてお申し込みください。 
※インターネット予約システムをご利用になれない方は、自動車事故対策機構へ直接ご連絡ください。 
 なお、会員事業者で陸運事務所に運行管理者として選任届出のある方でも、当日、受受講講手手数数料料（（３３，，
２２００００円円））のお支払いが必要となります。お支払い後、助成金の申請をしていただいた事業者のみ、受
講手数料の交付を行います。選任届出されていない方が受講する場合は、助成対象外となりますのでご
了承ください。 

謹白 
     
 
 ●講習申込方法（インターネットによる申し込み） 
   自動車事故対策機構ＨＰ上のインターネット予約システムより直接お申込みください。 
   https://www.nasva.go.jp/ 
 
 
●お問い合わせ先（申込状況、キャンセル、受講内容等） 
独立行政法人 自動車事故対策機構 沖縄支所 
住 所：那覇市泉崎２－１０３－４ 沖縄県ハイヤータクシー会館３Ｆ 
TEL：０９８－９１６－４８６０ FAX：０９８－８３５－４２１４ 
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沖ト協発第 84 号 
令和 8 年 7 月 22日 

 
会員事業者 各位 
 

（公社）沖縄県トラック協会会長 
   （ 公 印 省 略 ） 

 
 

令令和和 88年年度度  【【下下期期】】運運行行管管理理者者等等基基礎礎講講習習のの開開催催案案内内ににつついいてて 
 
 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、当協会の業務運営にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、標記につきまして、別添のとおり自動車事故対策機構より講習の案内があります。 
つきましては、別添の「「22002266年年度度（（令令和和 88年年度度））運運行行管管理理者者等等基基礎礎講講習習《《下下期期・・対対面面方方式式》》のの開開催催ににつつ
いいてて」」をご確認いただき、イインンタターーネネッットト予予約約シシスステテムムよよりりおお申申しし込込みみくくだだささいい。 
※インターネット環境がない方は自動車事故対策機構に直接電話にてお問い合わせください。 

 
謹白 

 
●講習日時と実施場所 
対面方式：別添「2026年度(令和 8年度)運行管理者等基礎講習＜下期・対面方式＞の開催について」 
 

 ●講習申込方法（インターネットによる申し込み） 
   自動車事故対策機構ＨＰ上の予約システムより直接お申込みください。 
   申込先URL：https://www.nasva.go.jp/  
 
 ●お問い合わせ先（申込状況、キャンセル、受講内容等） 
独立行政法人 自動車事故対策機構 沖縄支所 
住 所：那覇市泉崎２－１０３－４ 沖縄県ハイヤー・タクシー協会３Ｆ 
TEL：０９８－９１６－４８６０ FAX：０９８－８３５－４２１４ 
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沖ト協発第 84 号 
令和 8 年 7 月 22日 

 
会員事業者 各位 
 

（公社）沖縄県トラック協会会長 
   （ 公 印 省 略 ） 

 
 

令令和和 88年年度度  【【下下期期】】運運行行管管理理者者等等基基礎礎講講習習のの開開催催案案内内ににつついいてて 
 
 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、当協会の業務運営にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、標記につきまして、別添のとおり自動車事故対策機構より講習の案内があります。 
つきましては、別添の「「22002266年年度度（（令令和和 88年年度度））運運行行管管理理者者等等基基礎礎講講習習《《下下期期・・対対面面方方式式》》のの開開催催ににつつ
いいてて」」をご確認いただき、イインンタターーネネッットト予予約約シシスステテムムよよりりおお申申しし込込みみくくだだささいい。 
※インターネット環境がない方は自動車事故対策機構に直接電話にてお問い合わせください。 

 
謹白 

 
●講習日時と実施場所 
対面方式：別添「2026年度(令和 8年度)運行管理者等基礎講習＜下期・対面方式＞の開催について」 
 

 ●講習申込方法（インターネットによる申し込み） 
   自動車事故対策機構ＨＰ上の予約システムより直接お申込みください。 
   申込先URL：https://www.nasva.go.jp/  
 
 ●お問い合わせ先（申込状況、キャンセル、受講内容等） 
独立行政法人 自動車事故対策機構 沖縄支所 
住 所：那覇市泉崎２－１０３－４ 沖縄県ハイヤー・タクシー協会３Ｆ 
TEL：０９８－９１６－４８６０ FAX：０９８－８３５－４２１４ 
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沖ト協発第 84 号 
令和 8 年 7 月 22日 

 
会員事業者 各位 
 

（公社）沖縄県トラック協会会長 
   （ 公 印 省 略 ） 

 
 

令令和和 88年年度度  【【下下期期】】運運行行管管理理者者等等基基礎礎講講習習のの開開催催案案内内ににつついいてて 
 
 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 平素は、当協会の業務運営にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、標記につきまして、別添のとおり自動車事故対策機構より講習の案内があります。 
つきましては、別添の「「22002266年年度度（（令令和和 88年年度度））運運行行管管理理者者等等基基礎礎講講習習《《下下期期・・対対面面方方式式》》のの開開催催ににつつ
いいてて」」をご確認いただき、イインンタターーネネッットト予予約約シシスステテムムよよりりおお申申しし込込みみくくだだささいい。 
※インターネット環境がない方は自動車事故対策機構に直接電話にてお問い合わせください。 

 
謹白 

 
●講習日時と実施場所 
対面方式：別添「2026年度(令和 8年度)運行管理者等基礎講習＜下期・対面方式＞の開催について」 
 

 ●講習申込方法（インターネットによる申し込み） 
   自動車事故対策機構ＨＰ上の予約システムより直接お申込みください。 
   申込先URL：https://www.nasva.go.jp/  
 
 ●お問い合わせ先（申込状況、キャンセル、受講内容等） 
独立行政法人 自動車事故対策機構 沖縄支所 
住 所：那覇市泉崎２－１０３－４ 沖縄県ハイヤー・タクシー協会３Ｆ 
TEL：０９８－９１６－４８６０ FAX：０９８－８３５－４２１４ 
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NNAASSVVAAガガイイドドラライインン・・内内部部監監査査（（基基礎礎））・・リリススクク管管理理（（基基礎礎））セセミミナナーー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 受受講講申申込込書書　　兼兼　　受受講講票票

（ふりがな）　　（ ）
会社名
又は団体名

〒　　　　　－

TEL　　　　　－　　　　　　－

FAX　　　　　－　　　　　　－

・貴社の事業の種類　　□バス　□ハイ・タク　□トラック　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

・貴社の事業規模（保有車両数） □50両未満　□50～100両　□100～200両　□200～300両　□300両以上

（ふりがな）

受講者名※

（生年月日）

お役職※

おお申申込込みみ結結果果 ※事務局記入欄

□ お申込みが完了しました。当日、この受講票をご持参ください。

□ キャンセル待ちとなりましたので、後日ご連絡差し上げます。

□ 申し訳ございませんが、満席となりました。

□ 申し訳ございませんが、お申込み者が少ないため（延期・中止）いたします。

備備考考：：

～～受受講講当当日日のの注注意意事事項項～～　当当日日のの会会場場受受付付はは上上記記開開催催時時間間のの３３００分分前前かからら行行いいまますす。。

　　※受講料は、受講当日の受付時にお支払いください。
　　※受講票は（当機構よりFAXにて返送する受付印が押印された本用紙）を必ずご持参下さい

国国土土交交通通省省認認定定セセミミナナーー

　国土交通省への通知
　を希望しない　　　　　　□

はい　　　・　　　いいえ

（昭 ・ 平・ 令　  　　年　　  　月　　　  日）

 あなたは、経営管理部門の要員

 ですか？  （注：※5参照）

 経営管理部門の要員で、国土交通省

 への通知を希望しない場合のみ、

 チェックしてください。

沖縄支所　宛

受受付付印印欄欄

住所

お申込み
ご担当者

□□　　リリススクク管管理理（（基基礎礎））

　※1 左記の受講者のほか複数名で申し込まれる
　　　 場合は、本用紙をコピーの上ご使用ください。

　※2 受講のお申込みは先着順にて受付いたします。
　
　※3 定員に達した際は、お申込みをお断りする場合が
　　　 ありますのでご了承願います。
　
　※4 お申込み者が少ない場合は、延期又は中止する
　　　 場合がありますのでご了承願います。

　※5 受講者が経営管理部門の要員の場合、監査
　　　 インセンティブ適用の際に必要となる受講者
　　　 情報（会社名・氏名等）を認定セミナー制度
　　　 に従い国土交通省へ通知させていただきます。

□□　　ガガイイドドラライインン

受受講講希希望望日日時時　※スケジュールをご確認の上、受講希望のセミナーの□に✔を入れて、番号を○で囲んでください。

□□　　内内部部監監査査（（基基礎礎））

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1 　令和８年９月１６日（水）　１３：３０～１７：００（受付１３：００）

2 　令和８年９月１７日（木）　０９：００～１２：３０（受付０８：３０）

3 　令和８年９月１７日（木）　１３：３０～１７：００（受付１３：００）

※ 営業所名まで記載してください

※ 記入しないでください

※ 氏名・役職は受講済証に記載しますので正確に記入してください

ＦＦＡＡＸＸににてておお申申しし込込みみ下下ささいい

ＮＮＡＡＳＳＶＶＡＡ沖沖縄縄支支所所

ＦＦＡＡＸＸ番番号号

0099８８－－８８3355－－44221144
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  沖ト協発第９１号 

令和８年８月５日  

会員事業者 各位 

（公社）沖縄県トラック協会会長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

令令和和 88 年年度度  国国土土交交通通省省認認定定セセミミナナーー  ＮＮＡＡＳＳＶＶＡＡ安安全全ママネネジジメメンントト講講習習会会ののごご案案内内ににつついいてて  
  

 標記につきまして、下記の通りＮＡＳＶＡ沖縄支所より講習会の案内があります。 

つきましては、受講を希望される会員事業者様は、下記をご確認の上別添「受講申込書兼受講票」により、 

ＮＡＳＶＡ沖縄支所へお申込いただきますようお願い申し上げます。 

 なお、本講習会は助成対象となりますが、受講当日に受講料（5,200 円）のお支払いが必要となります。 

助成金申請に関しましては、沖縄県トラック協会ホームページ（https://okitora.or.jp/?page_id=24）をご

確認ください。 

 

記 

 １．開催日時 

・・ＮＮＡＡＳＳＶＶＡＡガガイイドドラライインンセセミミナナーー 令和 8 年 9 月 16日（水）13：30～17：00（受付開始 13：00） 

※経営者層を対象に、ガイドライン 14項目に関する解説や具体的事例を交えた講義を行います。 

  ・・ＮＮＡＡＳＳＶＶＡＡ内内部部監監査査（（基基礎礎））セセミミナナーー 令和 8年 9月 17日（木）9：00～12：30（受付開始 8：30） 

   ※安全マネジメントにおける内部監査担当者に対して、基礎知識や監査手法などについて、具体的事例

を交えながら講義及びケーススタディを行います。 

  ・・ＮＮＡＡＳＳＶＶＡＡリリススクク管管理理（（基基礎礎））セセミミナナーー 令和 8年 9月 17 日（木）13：30～17：00（受付開始 13：00） 

   ※運行管理者等の方々の更なる指導力の向上を図る観点から、事故発生時の要因分析及び再発防止対

策並びに乗務員への指導方法等の習得に関する講義を行います。 

 

 ２．会 場：沖縄県ハイヤー・タクシー会館４階（〒900-0021 沖縄県那覇市泉崎 2-103-4） 

    ※セミナー参加者専用駐車場はございませんので、出来るだけ公共交通機関をご利用ください。 

地下駐車場は契約駐車場のため、近隣の有料駐車場に駐車することとなりますが、その際の料金は 

自己負担となりますので、あらかじめ、ご了承願います。 

 

 ３．定員人数：ガイドラインセミナー35名、内部監査（基礎）・リスク管理（基礎）セミナー各 30名 

 ※本認定セミナーはＧマークの加点対象となります。 

 

 ４．受 講 料：各 5,200 円（税込） 

 

 ５．申込方法 

ＮＡＳＶＡホームページ予約システム（https://ks-yoyaku.nasva.go.jp/)またはＦＡＸにてお申し込

みください。ＦＡＸでのお申し込みは、別添「受講申込書兼受講票」に記入のうえ、ＮＮＡＡＳＳＶＶＡＡ沖沖縄縄支支

所所へへＦＦＡＡＸＸ((009988--883355--44221144))してください。 

 

＜受講申込に関するお問合せ先＞  

独立行政法人自動車事故対策機構 沖縄支所 

那覇市泉崎 2-103-4 沖縄県ハイヤー・タクシー協会３階 

TEL:098-916-4860 FAX:098-835-4214 
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NNAASSVVAAガガイイドドラライインン・・内内部部監監査査（（基基礎礎））・・リリススクク管管理理（（基基礎礎））セセミミナナーー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 受受講講申申込込書書　　兼兼　　受受講講票票

（ふりがな）　　（ ）
会社名
又は団体名

〒　　　　　－

TEL　　　　　－　　　　　　－

FAX　　　　　－　　　　　　－

・貴社の事業の種類　　□バス　□ハイ・タク　□トラック　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

・貴社の事業規模（保有車両数） □50両未満　□50～100両　□100～200両　□200～300両　□300両以上

（ふりがな）

受講者名※

（生年月日）

お役職※

おお申申込込みみ結結果果 ※事務局記入欄

□ お申込みが完了しました。当日、この受講票をご持参ください。

□ キャンセル待ちとなりましたので、後日ご連絡差し上げます。

□ 申し訳ございませんが、満席となりました。

□ 申し訳ございませんが、お申込み者が少ないため（延期・中止）いたします。

備備考考：：

～～受受講講当当日日のの注注意意事事項項～～　当当日日のの会会場場受受付付はは上上記記開開催催時時間間のの３３００分分前前かからら行行いいまますす。。

　　※受講料は、受講当日の受付時にお支払いください。
　　※受講票は（当機構よりFAXにて返送する受付印が押印された本用紙）を必ずご持参下さい

国国土土交交通通省省認認定定セセミミナナーー

　国土交通省への通知
　を希望しない　　　　　　□

はい　　　・　　　いいえ

（昭 ・ 平・ 令　  　　年　　  　月　　　  日）

 あなたは、経営管理部門の要員

 ですか？  （注：※5参照）

 経営管理部門の要員で、国土交通省

 への通知を希望しない場合のみ、

 チェックしてください。

沖縄支所　宛

受受付付印印欄欄

住所

お申込み
ご担当者

□□　　リリススクク管管理理（（基基礎礎））

　※1 左記の受講者のほか複数名で申し込まれる
　　　 場合は、本用紙をコピーの上ご使用ください。

　※2 受講のお申込みは先着順にて受付いたします。
　
　※3 定員に達した際は、お申込みをお断りする場合が
　　　 ありますのでご了承願います。
　
　※4 お申込み者が少ない場合は、延期又は中止する
　　　 場合がありますのでご了承願います。

　※5 受講者が経営管理部門の要員の場合、監査
　　　 インセンティブ適用の際に必要となる受講者
　　　 情報（会社名・氏名等）を認定セミナー制度
　　　 に従い国土交通省へ通知させていただきます。

□□　　ガガイイドドラライインン

受受講講希希望望日日時時　※スケジュールをご確認の上、受講希望のセミナーの□に✔を入れて、番号を○で囲んでください。

□□　　内内部部監監査査（（基基礎礎））

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1 　令和８年９月１６日（水）　１３：３０～１７：００（受付１３：００）

2 　令和８年９月１７日（木）　０９：００～１２：３０（受付０８：３０）

3 　令和８年９月１７日（木）　１３：３０～１７：００（受付１３：００）

※ 営業所名まで記載してください

※ 記入しないでください

※ 氏名・役職は受講済証に記載しますので正確に記入してください

ＦＦＡＡＸＸににてておお申申しし込込みみ下下ささいい

ＮＮＡＡＳＳＶＶＡＡ沖沖縄縄支支所所

ＦＦＡＡＸＸ番番号号

0099８８－－８８3355－－44221144



14沖縄トラック情報　2026. 913 沖縄トラック情報　2026. 9



14沖縄トラック情報　2026. 9



16沖縄トラック情報　2026. 9

                            

沖ト協発第９２号 

令和８年８月１２日 

 

会員事業者 各位 

 

（公社）沖縄県トラック協会会長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

令和 8年度「トラック運送業界における点検整備推進運動」の実施について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当協会の業務運営にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、標題の「点検整備推進運動」は平成６年から全国的に展開し、適切な点検・整備の

実施と推進に努めてきたところであります。 

 令和８年度においても、使用者に点検・整備の必要性や重要性を十分理解してもらうため、

当協会では下記に定める期間を「強化月間」とし実施することといたしました。 

 つきましては、別添を参考に自主点検を行い、その結果を基に点検整備への理解を深めて

いただきますようご協力お願いいたします。 

 

敬具 

  

記 

 

１.実施期間 

  ①全国統一強化月間 令和 8年９月 1日～９月３０日 

②沖 ト 協 強 化 月 間 令和 8年１０月 1日～１０月３１日 

  

 

２.全日本トラック協会関連情報掲載 URL 

 https://jta.or.jp/member/anzen/tenken_seibi2026.html 

 

 

 

                  ※本件に関する問い合わせ先 

（公社）沖縄県トラック協会 適正化事業課 

                        TEL098-863-0280 

 

 
別紙３ 

令和８年度「トラック運送業界における点検整備推進運動」 

実 施 要 領 

 
令和８年４月７日 

公益社団法人全日本トラック協会 

 

第第１１．．目目的的  

トラック輸送は、国民の生活や経済に不可欠な存在である一方、トラックによる交通

事故は重大事故に繋がるおそれがあり、特に大型トラックでは、重大事故につながりか

ねない車輪脱落事故が後を絶たず、適切なタイヤ脱着作業や増し締め等の保守管理等の

事故防止対策とともに、環境面においてもカーボンニュートラルをはじめとした地球温

暖化等への配慮が求められている。 

このような状況の中、日常点検、定期点検などによる点検・整備の実施が義務付けら

れているものの、その実施状況は必ずしも十分とは言えず、不正改造の防止とともに、

点検整備の確実な実施を徹底して行く必要がある。 

また、近年、高止まりしている大型トラック（車両総重量８トン以上）の車輪脱落事

故を防止するために、ホイール・ナットの緩みの点検の確実な実施が必要不可欠である。 

このため、トラック運送業界として、より確実な点検整備を目指して、各都道府県ト

ラック協会の協力のもと、「トラック運送業界における点検整備推進運動」を全国展開

する。 

 

第第２２．．実実施施期期間間  

  本運動は１年を通じて実施するものとするが、令和８年９月１日(火)から９月３０日

(水)までの１ヶ月間を全国統一の「自動車点検整備推進運動強化月間」とし、これに加

え、地域事情に応じて各都道府県トラック協会が独自に設定する１ヶ月間を「地方独自

強化月間」として、特に重点をおいて実施する。 

 

第第３３．．実実施施内内容容とと周周知知方方策策  

１１．．実実施施項項目目  

(1)「大型貨物自動車に関する適切な点検・整備の実施方法についての啓発」 

機関誌（紙）やホームページ等を活用し、大型トラック（車両総重量８トン以上）

のホイールの取付状態や燃料装置等の重点箇所に係る点検の実施を周知する。 

 

①法定定期点検項目のうち、以下に掲げる点検項目を重点点検項目とする。 

【重点点検項目】 

       点検時期 

点検箇所 

３ヶ月点検 １２ヶ月点検 

原動機 燃料装置 燃料もれ 同左 

電気装置 電気配線 接続部の緩み及び損傷 同左 

制動装置 

ホース及び

パイプ 
漏れ、損傷及び取付状態 同左 

ブレーキ・ 

チャンバ 

ロッドのストローク 同左 

機能 
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沖ト協発第９２号 

令和８年８月１２日 

 

会員事業者 各位 

 

（公社）沖縄県トラック協会会長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

令和 8年度「トラック運送業界における点検整備推進運動」の実施について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当協会の業務運営にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、標題の「点検整備推進運動」は平成６年から全国的に展開し、適切な点検・整備の

実施と推進に努めてきたところであります。 

 令和８年度においても、使用者に点検・整備の必要性や重要性を十分理解してもらうため、

当協会では下記に定める期間を「強化月間」とし実施することといたしました。 

 つきましては、別添を参考に自主点検を行い、その結果を基に点検整備への理解を深めて

いただきますようご協力お願いいたします。 

 

敬具 

  

記 

 

１.実施期間 

  ①全国統一強化月間 令和 8年９月 1日～９月３０日 

②沖 ト 協 強 化 月 間 令和 8年１０月 1日～１０月３１日 

  

 

２.全日本トラック協会関連情報掲載 URL 

 https://jta.or.jp/member/anzen/tenken_seibi2026.html 

 

 

 

                  ※本件に関する問い合わせ先 

（公社）沖縄県トラック協会 適正化事業課 

                        TEL098-863-0280 

 

 
別紙３ 

令和８年度「トラック運送業界における点検整備推進運動」 

実 施 要 領 

 
令和８年４月７日 

公益社団法人全日本トラック協会 

 

第第１１．．目目的的  

トラック輸送は、国民の生活や経済に不可欠な存在である一方、トラックによる交通

事故は重大事故に繋がるおそれがあり、特に大型トラックでは、重大事故につながりか

ねない車輪脱落事故が後を絶たず、適切なタイヤ脱着作業や増し締め等の保守管理等の

事故防止対策とともに、環境面においてもカーボンニュートラルをはじめとした地球温

暖化等への配慮が求められている。 

このような状況の中、日常点検、定期点検などによる点検・整備の実施が義務付けら

れているものの、その実施状況は必ずしも十分とは言えず、不正改造の防止とともに、

点検整備の確実な実施を徹底して行く必要がある。 

また、近年、高止まりしている大型トラック（車両総重量８トン以上）の車輪脱落事

故を防止するために、ホイール・ナットの緩みの点検の確実な実施が必要不可欠である。 

このため、トラック運送業界として、より確実な点検整備を目指して、各都道府県ト

ラック協会の協力のもと、「トラック運送業界における点検整備推進運動」を全国展開

する。 

 

第第２２．．実実施施期期間間  

  本運動は１年を通じて実施するものとするが、令和８年９月１日(火)から９月３０日

(水)までの１ヶ月間を全国統一の「自動車点検整備推進運動強化月間」とし、これに加

え、地域事情に応じて各都道府県トラック協会が独自に設定する１ヶ月間を「地方独自

強化月間」として、特に重点をおいて実施する。 

 

第第３３．．実実施施内内容容とと周周知知方方策策  

１１．．実実施施項項目目  

(1)「大型貨物自動車に関する適切な点検・整備の実施方法についての啓発」 

機関誌（紙）やホームページ等を活用し、大型トラック（車両総重量８トン以上）

のホイールの取付状態や燃料装置等の重点箇所に係る点検の実施を周知する。 

 

①法定定期点検項目のうち、以下に掲げる点検項目を重点点検項目とする。 

【重点点検項目】 

       点検時期 

点検箇所 

３ヶ月点検 １２ヶ月点検 

原動機 燃料装置 燃料もれ 同左 

電気装置 電気配線 接続部の緩み及び損傷 同左 

制動装置 

ホース及び

パイプ 
漏れ、損傷及び取付状態 同左 

ブレーキ・ 

チャンバ 

ロッドのストローク 同左 

機能 
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沖ト協発第９２号 

令和８年８月１２日 

 

会員事業者 各位 

 

（公社）沖縄県トラック協会会長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

令和 8年度「トラック運送業界における点検整備推進運動」の実施について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は、当協会の業務運営にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、標題の「点検整備推進運動」は平成６年から全国的に展開し、適切な点検・整備の

実施と推進に努めてきたところであります。 

 令和８年度においても、使用者に点検・整備の必要性や重要性を十分理解してもらうため、

当協会では下記に定める期間を「強化月間」とし実施することといたしました。 

 つきましては、別添を参考に自主点検を行い、その結果を基に点検整備への理解を深めて

いただきますようご協力お願いいたします。 

 

敬具 

  

記 

 

１.実施期間 

  ①全国統一強化月間 令和 8年９月 1日～９月３０日 

②沖 ト 協 強 化 月 間 令和 8年１０月 1日～１０月３１日 

  

 

２.全日本トラック協会関連情報掲載 URL 

 https://jta.or.jp/member/anzen/tenken_seibi2026.html 

 

 

 

                  ※本件に関する問い合わせ先 

（公社）沖縄県トラック協会 適正化事業課 

                        TEL098-863-0280 

 

 
別紙３ 

令和８年度「トラック運送業界における点検整備推進運動」 

実 施 要 領 

 
令和８年４月７日 

公益社団法人全日本トラック協会 

 

第第１１．．目目的的  

トラック輸送は、国民の生活や経済に不可欠な存在である一方、トラックによる交通

事故は重大事故に繋がるおそれがあり、特に大型トラックでは、重大事故につながりか

ねない車輪脱落事故が後を絶たず、適切なタイヤ脱着作業や増し締め等の保守管理等の

事故防止対策とともに、環境面においてもカーボンニュートラルをはじめとした地球温

暖化等への配慮が求められている。 

このような状況の中、日常点検、定期点検などによる点検・整備の実施が義務付けら

れているものの、その実施状況は必ずしも十分とは言えず、不正改造の防止とともに、

点検整備の確実な実施を徹底して行く必要がある。 

また、近年、高止まりしている大型トラック（車両総重量８トン以上）の車輪脱落事

故を防止するために、ホイール・ナットの緩みの点検の確実な実施が必要不可欠である。 

このため、トラック運送業界として、より確実な点検整備を目指して、各都道府県ト

ラック協会の協力のもと、「トラック運送業界における点検整備推進運動」を全国展開

する。 

 

第第２２．．実実施施期期間間  

  本運動は１年を通じて実施するものとするが、令和８年９月１日(火)から９月３０日

(水)までの１ヶ月間を全国統一の「自動車点検整備推進運動強化月間」とし、これに加

え、地域事情に応じて各都道府県トラック協会が独自に設定する１ヶ月間を「地方独自

強化月間」として、特に重点をおいて実施する。 

 

第第３３．．実実施施内内容容とと周周知知方方策策  

１１．．実実施施項項目目  

(1)「大型貨物自動車に関する適切な点検・整備の実施方法についての啓発」 

機関誌（紙）やホームページ等を活用し、大型トラック（車両総重量８トン以上）

のホイールの取付状態や燃料装置等の重点箇所に係る点検の実施を周知する。 

 

①法定定期点検項目のうち、以下に掲げる点検項目を重点点検項目とする。 

【重点点検項目】 

       点検時期 

点検箇所 

３ヶ月点検 １２ヶ月点検 

原動機 燃料装置 燃料もれ 同左 

電気装置 電気配線 接続部の緩み及び損傷 同左 

制動装置 

ホース及び

パイプ 
漏れ、損傷及び取付状態 同左 

ブレーキ・ 

チャンバ 

ロッドのストローク 同左 

機能 
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走行装置 ホイール 

１ タイヤの状態 

２ ホイール・ナット及びホイ

ール・ボルトの緩み 

３ フロント・ホイール・ベアリ

ングのがた 

同左 

同左 

 

同左 

 

１ ホイール・ナット及びホイ

ール・ボルトの損傷 

２ リム、サイド・リング及びデ

ィスク・ホイールの損傷 

３ リヤ・ホイール・ベアリング

のがた 

 

②トラック運送事業者が保有する全ての大型貨物自動車について、本運動強化月間

及び、地方独自強化月間中、法定点検時期の有無にかかわらず、一回以上、上記①

のホイール・ナットの緩み等の重点点検を実施する。また、冬用タイヤへの交換後

１ヶ月以内に車輪が脱落している傾向にあることから、冬用タイヤへの交換を予定

している場合には、冬用タイヤ交換後に点検することとする。 

なお、国土交通省が策定する大型車の車輪脱落事故防止にかかる｢緊急対策｣のト

ラック業界が取り組む実施事項と併せ、全ト協作成の「ストップ！車輪脱落事故～

ただしい交換作業手順を再チェック！～」の啓発資料活用により、日常点検及び定

期点検の確実な実施に努める。 

 

(2)「黒煙濃度に影響を及ぼす部品等の自主点検・整備の実施に関する啓発」 

黒煙濃度の悪化に大きな影響を与えるエア・クリーナ・エレメント、燃料フィルタ、

燃料噴射ポンプ等の点検・整備の自主的な実施について周知徹底する。 

 

陸運と安全衛生 №692 2026年8月（毎月1回10日発行）                          （10） 

 

作作業業場場所所管管理理事事業業者者のの講講ずずべべきき措措置置等等にに係係るる

労労働働安安全全衛衛生生法法改改正正ののＱＱ＆＆ＡＡ

ＱＱ４４ 連連絡絡及及びび調調整整ととははどどののよよううななここととをを行行ううここととでですすかか？？

ＡＡ４４

◆ 会議、書面、電子メール、その他適切な方法により行うことが認められ

ますが、その内容が関係者に確実に安全作業連絡書等で伝達され、実際の

作業に反映されていることが重要になります。

◆ 例えば、定常的に行われる作業については、当該場所における作業ルー

ルをあらかじめ定め、それを周知しておくことや、非定常作業が発生する

際に、当該作業を行う事業者等が危険箇所に誘導員を配置すること等が連

絡及び調整に含まれます。

ＡＡ３３

ＱＱ３３ 混混在在作作業業ととははどどうういいううここととでですすかか？？

◆ 混在作業とは、「一の場所」において、所属する会社が異なる労働者や

個人事業者等が、近接し又は輻輳して各作業を同時に行われている状況の

ことをいいます。

◆ なお、同時に作業が行われない場合であっても、時間的に近接し、作業

に起因する危険性又は有害性等が残存するおそれのある場合についても含

まれます。

ＱＱ５５ 請請負負関関係係ががなないい場場合合ははどどううななるるののでですすかか？？

ＡＡ５５

◆ 請負関係がない場合は、「一の場所」において、混在作業が行われると

きには、安衛則第643条の12第１項に基づき、随時、作業場所管理事業者
等が事業を行う者相互間に

おける連絡及び調整を行う

必要があります。

（Ｑ１３参照）

（ 抜粋 ）
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走行装置 ホイール 

１ タイヤの状態 

２ ホイール・ナット及びホイ

ール・ボルトの緩み 

３ フロント・ホイール・ベアリ

ングのがた 

同左 

同左 

 

同左 

 

１ ホイール・ナット及びホイ

ール・ボルトの損傷 

２ リム、サイド・リング及びデ

ィスク・ホイールの損傷 

３ リヤ・ホイール・ベアリング

のがた 

 

②トラック運送事業者が保有する全ての大型貨物自動車について、本運動強化月間

及び、地方独自強化月間中、法定点検時期の有無にかかわらず、一回以上、上記①

のホイール・ナットの緩み等の重点点検を実施する。また、冬用タイヤへの交換後

１ヶ月以内に車輪が脱落している傾向にあることから、冬用タイヤへの交換を予定

している場合には、冬用タイヤ交換後に点検することとする。 

なお、国土交通省が策定する大型車の車輪脱落事故防止にかかる｢緊急対策｣のト

ラック業界が取り組む実施事項と併せ、全ト協作成の「ストップ！車輪脱落事故～

ただしい交換作業手順を再チェック！～」の啓発資料活用により、日常点検及び定

期点検の確実な実施に努める。 

 

(2)「黒煙濃度に影響を及ぼす部品等の自主点検・整備の実施に関する啓発」 

黒煙濃度の悪化に大きな影響を与えるエア・クリーナ・エレメント、燃料フィルタ、

燃料噴射ポンプ等の点検・整備の自主的な実施について周知徹底する。 
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作作業業場場所所管管理理事事業業者者のの講講ずずべべきき措措置置等等にに係係るる

労労働働安安全全衛衛生生法法改改正正ののＱＱ＆＆ＡＡ

ＱＱ４４ 連連絡絡及及びび調調整整ととははどどののよよううななここととをを行行ううここととでですすかか？？

ＡＡ４４

◆ 会議、書面、電子メール、その他適切な方法により行うことが認められ

ますが、その内容が関係者に確実に安全作業連絡書等で伝達され、実際の

作業に反映されていることが重要になります。

◆ 例えば、定常的に行われる作業については、当該場所における作業ルー

ルをあらかじめ定め、それを周知しておくことや、非定常作業が発生する

際に、当該作業を行う事業者等が危険箇所に誘導員を配置すること等が連

絡及び調整に含まれます。

ＡＡ３３

ＱＱ３３ 混混在在作作業業ととははどどうういいううここととでですすかか？？

◆ 混在作業とは、「一の場所」において、所属する会社が異なる労働者や

個人事業者等が、近接し又は輻輳して各作業を同時に行われている状況の

ことをいいます。

◆ なお、同時に作業が行われない場合であっても、時間的に近接し、作業

に起因する危険性又は有害性等が残存するおそれのある場合についても含

まれます。

ＱＱ５５ 請請負負関関係係ががなないい場場合合ははどどううななるるののでですすかか？？

ＡＡ５５

◆ 請負関係がない場合は、「一の場所」において、混在作業が行われると

きには、安衛則第643条の12第１項に基づき、随時、作業場所管理事業者
等が事業を行う者相互間に

おける連絡及び調整を行う

必要があります。

（Ｑ１３参照）
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３ フロント・ホイール・ベアリ
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１ ホイール・ナット及びホイ

ール・ボルトの損傷 

２ リム、サイド・リング及びデ

ィスク・ホイールの損傷 

３ リヤ・ホイール・ベアリング

のがた 

 

②トラック運送事業者が保有する全ての大型貨物自動車について、本運動強化月間

及び、地方独自強化月間中、法定点検時期の有無にかかわらず、一回以上、上記①

のホイール・ナットの緩み等の重点点検を実施する。また、冬用タイヤへの交換後

１ヶ月以内に車輪が脱落している傾向にあることから、冬用タイヤへの交換を予定

している場合には、冬用タイヤ交換後に点検することとする。 

なお、国土交通省が策定する大型車の車輪脱落事故防止にかかる｢緊急対策｣のト

ラック業界が取り組む実施事項と併せ、全ト協作成の「ストップ！車輪脱落事故～

ただしい交換作業手順を再チェック！～」の啓発資料活用により、日常点検及び定

期点検の確実な実施に努める。 

 

(2)「黒煙濃度に影響を及ぼす部品等の自主点検・整備の実施に関する啓発」 

黒煙濃度の悪化に大きな影響を与えるエア・クリーナ・エレメント、燃料フィルタ、

燃料噴射ポンプ等の点検・整備の自主的な実施について周知徹底する。 
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作作業業場場所所管管理理事事業業者者のの講講ずずべべきき措措置置等等にに係係るる

労労働働安安全全衛衛生生法法改改正正ののＱＱ＆＆ＡＡ

ＱＱ４４ 連連絡絡及及びび調調整整ととははどどののよよううななここととをを行行ううここととでですすかか？？

ＡＡ４４

◆ 会議、書面、電子メール、その他適切な方法により行うことが認められ

ますが、その内容が関係者に確実に安全作業連絡書等で伝達され、実際の

作業に反映されていることが重要になります。

◆ 例えば、定常的に行われる作業については、当該場所における作業ルー

ルをあらかじめ定め、それを周知しておくことや、非定常作業が発生する

際に、当該作業を行う事業者等が危険箇所に誘導員を配置すること等が連

絡及び調整に含まれます。

ＡＡ３３

ＱＱ３３ 混混在在作作業業ととははどどうういいううここととでですすかか？？

◆ 混在作業とは、「一の場所」において、所属する会社が異なる労働者や

個人事業者等が、近接し又は輻輳して各作業を同時に行われている状況の

ことをいいます。

◆ なお、同時に作業が行われない場合であっても、時間的に近接し、作業

に起因する危険性又は有害性等が残存するおそれのある場合についても含

まれます。

ＱＱ５５ 請請負負関関係係ががなないい場場合合ははどどううななるるののでですすかか？？

ＡＡ５５

◆ 請負関係がない場合は、「一の場所」において、混在作業が行われると

きには、安衛則第643条の12第１項に基づき、随時、作業場所管理事業者
等が事業を行う者相互間に

おける連絡及び調整を行う

必要があります。

（Ｑ１３参照）

（ 抜粋 ）
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作作業業場場所所管管理理事事業業者者のの講講ずずべべきき措措置置等等にに係係るる

労労働働安安全全衛衛生生法法改改正正ののＱＱ＆＆ＡＡ

ＱＱ６６ 作作業業場場所所管管理理事事業業者者のの担担当当者者とと作作業業指指揮揮者者のの関関係係ははどどううななるる
ののでですすかか？？

ＡＡ６６

◆ 作業場所管理事業者は、その管理する「一の場所」において混在作業が

行われる場合には、労働災害を防止するために必要な措置を講ずるととも

に、作業場所管理事業者と請負人との間及び請負人相互間における連絡及

び調整を行わなければなりません。

◆ また、請負関係がない場合であっても、同一の作業場所において混在作

業が行われるときは、作業場所を管理する事業者等は、随時、事業を行う

者相互間における連絡及び調整を行わなければなりません。

◆ 一方、車両系荷役運搬機械等作業指揮者は、車両系荷役運搬機械等を用

いて作業を行う場合に、作業計画に基づき、当該作業の指揮を行う者です。

◆ また、積卸し作業指揮者は、構内運搬車又は貨物自動車への一の荷で100

キログラム以上の荷の積込み又は積卸し作業を行う場合に、当該作業につ

いて直接具体的な指揮を行う者です。

◆ このように、作業場所管理事業者の担当者と作業指揮者は、その役割が

異なります。作業場所管理事業者が指定する担当者は、混在作業場所にお

ける事業者間の連絡及び調整を担うのに対し、作業指揮者は、自らが所属

する事業者における個々の作業を安全に実施するための直接的な指揮を行

います。したがって、両者の役割は異なりますが、それぞれの職務を適切

に遂行できる体制が確保されていることを前提として、同一人が兼任する

ことは差し支えありません。

※ 混雑を避けるため、ご案内時間よりも早くお越しになられた場合でも、予定のお時間までお待ち頂くことが
ございますので、予めご了承ください。

※ 会場駐車場に検診車を駐車するためお車の駐車ができない場合がございます。お車での参加はご遠慮下さい。

： (水)  8：15～10：45（午前中のみ）

： ①8：15～8：45　②9：15～9：45　③10：15～10：45　

： 九州沖縄トラック研修会館　５階ホール・駐車場（検診車）　那覇市港町2-5-23

： 1日100名　　（Bコースは35名までとします）

1日の申込者数が30名に達しない場合は実施できないため、ご了承下さい。

： （公社）沖縄県トラック協会員事業者及び関係者等（経営者、従業員など）

： 【 定期健康診断助成事業 】ドライバーのみ沖ト協助成金対象となります。

助成金1人あたり2,000円 （1社25名を限度） 助成金申請は、健康診断受診後の申請となります。

： 申込書については、沖縄県トラック協会のホームページにExcelデータを準備しておりますので、

必要事項を入力後、下記メールアドレスまでお申込み下さい。

（使用するExcelファイルは、  形式を変換せずExcelファイルのまま送付下さい。）

業務課メールアドレス： ota.gyoumu@okitora.or.jp

問診票 … 受診日の1週間前を目安に申込事業所へ発送致します。

結　果 … 健診後１ヶ月程度で医師会より事業所へ発送致します。

支払い … 健診受診後、那覇市医師会より請求書が届きますのでお振込み下さい。

（請求書の発行は、12月中旬～下旬頃です）

： 令令和和88年年1100月月22日日（（金金））ままでで  （（定定員員にに達達しし次次第第受受付付終終了了））

※Aコースの料金は集団健診のみとなりますので、個別で受診される方は定価でのご案内となります。注意ください。

※協会けんぽ補助の婦人検診（乳がん・子宮がん）ご希望の女性の方（35歳以上偶数年齢）は、

直接、医師会検診センターでのご予約・受診となります。（生活習慣病一般健診と婦人検診は同日・同時実施となるため）

① 身体測定（身長・体重・標準体重・肥満度・BMI） Aコース①～⑩に加えて、
② 腹囲 ⑪ ALP（肝機能検査：血液検査）
③ 尿検査（尿糖・尿蛋白・尿潜血・ｳﾛﾋﾞﾘﾉｰｹﾞﾝ） ⑫ 胃部X線検査（バリウム：直接撮影）
④ 視力 ⑬ 大腸がん検査（便潜血２日法）
⑤
⑥ 血圧検査 貧血検査（WBC・RBC・Hb・Ht・血小板数）

⑦ 胸部X線（直接撮影） 空腹時血糖検査・HbA1c
⑧ 心電図検査 肝機能検査（GOT・GPT・γ-GTP) Bコースのうち、対象外となる項目
⑨ 医師診察 腎機能検査（ｸﾚｱﾁﾆﾝ） ⑫ 胃部X線検査（バリウム）
⑩ 血液検査 痛風検査（尿酸） ⑬ 大腸がん検査（便潜血２日法）

脂質検査（中性脂肪・総ｺﾚｽﾃﾛﾛｰﾙ・HDL／LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ）

⑭ 胃部X線検査 … ￥12,650（税込） ⑮ 胃がんﾘｽｸ検診（血液検査） … ￥3,630（税込）

（バリウム：直接撮影）※Bｺｰｽには含まれています （ﾍﾟﾌﾟｼﾉｹﾞﾝ・ﾋﾟﾛﾘ菌検査）

実施医療機関：（一社）那覇市医師会生活習慣病検診センター  

お問い合わせ先
(公社)沖縄県トラック協会　業務課

TEL：098-863-0280

聴力（ｵｰｼﾞｵﾒｰﾀｰ：1000Hz・4000Hz）

C

オプション（事前予約制です）

Aコース（労働安全衛生規則第44条：法定項目）

20歳、25歳、30歳の社保加入者被保険者本人
（協会けんぽ加入事業所）

2,500円（税込）

Cコース（協会けんぽ若年健診）

Bコース（生活習慣病一般健診）

A

35歳～74歳（＊）の社保加入者被保険者本人
（協会けんぽ加入事業所）

希望者/社保対象外 7,920円（税込）

（＊）74歳は誕生日の前日まで

5,500円（税込）B

対 象 者

助 成 金

申    込

受付時間

場　　所

定　　員

日　  程 令和8年 11月4日

申込期日

受診料金コース名 対象者及び対象年齢
（2027年4月1日現在の年齢基準です）

‐‐健健診診ココーースス‐‐　　（（※※AA・・BB・・CC共共にに、、助助成成金金対対象象ののココーーススでですす））

【集団健康診断のご案内】 -沖縄県トラック協会-
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陸運と安全衛生 №692 2026年8月（毎月1回10日発行）                          （11） 

 

作作業業場場所所管管理理事事業業者者のの講講ずずべべきき措措置置等等にに係係るる

労労働働安安全全衛衛生生法法改改正正ののＱＱ＆＆ＡＡ

ＱＱ６６ 作作業業場場所所管管理理事事業業者者のの担担当当者者とと作作業業指指揮揮者者のの関関係係ははどどううななるる
ののでですすかか？？

ＡＡ６６

◆ 作業場所管理事業者は、その管理する「一の場所」において混在作業が

行われる場合には、労働災害を防止するために必要な措置を講ずるととも

に、作業場所管理事業者と請負人との間及び請負人相互間における連絡及

び調整を行わなければなりません。

◆ また、請負関係がない場合であっても、同一の作業場所において混在作

業が行われるときは、作業場所を管理する事業者等は、随時、事業を行う

者相互間における連絡及び調整を行わなければなりません。

◆ 一方、車両系荷役運搬機械等作業指揮者は、車両系荷役運搬機械等を用

いて作業を行う場合に、作業計画に基づき、当該作業の指揮を行う者です。

◆ また、積卸し作業指揮者は、構内運搬車又は貨物自動車への一の荷で100

キログラム以上の荷の積込み又は積卸し作業を行う場合に、当該作業につ

いて直接具体的な指揮を行う者です。

◆ このように、作業場所管理事業者の担当者と作業指揮者は、その役割が

異なります。作業場所管理事業者が指定する担当者は、混在作業場所にお

ける事業者間の連絡及び調整を担うのに対し、作業指揮者は、自らが所属

する事業者における個々の作業を安全に実施するための直接的な指揮を行

います。したがって、両者の役割は異なりますが、それぞれの職務を適切

に遂行できる体制が確保されていることを前提として、同一人が兼任する

ことは差し支えありません。
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※ 混雑を避けるため、ご案内時間よりも早くお越しになられた場合でも、予定のお時間までお待ち頂くことが
ございますので、予めご了承ください。

※ 会場駐車場に検診車を駐車するためお車の駐車ができない場合がございます。お車での参加はご遠慮下さい。

： (水)  8：15～10：45（午前中のみ）

： ①8：15～8：45　②9：15～9：45　③10：15～10：45　

： 九州沖縄トラック研修会館　５階ホール・駐車場（検診車）　那覇市港町2-5-23

： 1日100名　　（Bコースは35名までとします）

1日の申込者数が30名に達しない場合は実施できないため、ご了承下さい。
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※Aコースの料金は集団健診のみとなりますので、個別で受診される方は定価でのご案内となります。注意ください。
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直接、医師会検診センターでのご予約・受診となります。（生活習慣病一般健診と婦人検診は同日・同時実施となるため）
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③ 尿検査（尿糖・尿蛋白・尿潜血・ｳﾛﾋﾞﾘﾉｰｹﾞﾝ） ⑫ 胃部X線検査（バリウム：直接撮影）
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⑤
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⑦ 胸部X線（直接撮影） 空腹時血糖検査・HbA1c
⑧ 心電図検査 肝機能検査（GOT・GPT・γ-GTP) Bコースのうち、対象外となる項目
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⑭ 胃部X線検査 … ￥12,650（税込） ⑮ 胃がんﾘｽｸ検診（血液検査） … ￥3,630（税込）
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１（火）	 沖縄県バス協会法人設立５０周年記念式典（パシ
フィックホテル沖縄）１６：３０

２（水）	 災害物流専門家研修１日目（5Ｆ研修室）１０：００～
３（木）	 災害物流専門家研修２日目（5Ｆ研修室）１０：００～
	 ／ダンプトラック部会総会（全ト協）１５：００～
８（火）	 チャリティーゴルフ大会（沖縄ロイヤルゴルフク

ラブ）
９（水）	 沖ト協	中部支部運営委員会（居酒屋）１８：００～
１０（木）	 全ト協	環境対策・GX委員会（全ト協）
１１（金）	 全ト協	青年部会「近畿ブロック大会」（京都）
	 １５：１５～２０：１５
１５（火）	 全ト協	労働安全・災害防止委員会（全ト協）
１６（水）	 第２回	広報部会（4Ｆ第２研修室）１２：００～１３：３０
１７（木）	 全ト協	第２回	経営改善・DX委員会（全ト協）
	 １３：３０～１５：３０
１８（金）	 貨物自動車運送事業者に対する指導講習会（沖総

局５階）１０：００～１２：００
２１（月）	 敬老の日
２２（火）	 国民の休日
２３（水）	 秋分の日
２５（金）	 全ト協	女性部会全国研修会（京王プラザホテル）

１４：３０～
	 青年部協議会正副会長会議（沖ト協２Ｆ会議室）

	 １２：００～
２６（土）	 沖縄県フォークリフト運転競技大会
２９（火）	 全ト協	青年部会「東北ブロック大会」（宮城県）
	 １５：００～

１（木）	 第２回	適正化事業指導員全国研修「初級研修」（全
ト協）～２日

５（月）	 全ト協交通対策委員会（全ト協）
１２（月）	 スポーツの日
１５（木）	 第３１回	全国トラック運送事業者大会（福山ニュー

キャッスルホテル）
	 運行管理者一般講習≪後期≫（浦添市産業振興セ

ンター）０９：５０～
１６（金）	 青年部 中部ブロック大会（岐阜）
１７（土）	 トラックフェスティバル（九州沖縄トラック研修

会館）
２２（木）	 積卸し作業者講習（予定）
２３（金）	 災害事例から学ぶ陸運業の労働災害防止対策セミ

ナー（予定）
	 青年部北陸信越大会（新潟）
２４（土）	 第５８回	全国トラックドライバーコンテスト（安全

運転中央研究所）～２５日
２９（木）	 久米島地区安全運転講習会（具志川村農村環境改

善センター）１８：００～１９：００

協 会
日 誌

2026年  10月行事予定

2026年  ９月行事予定

 日　　時  令和８年８月13日（木）1２：00～14：00
 場　　所  九州沖縄トラック研修会館（5Ｆ研修室）
 出席理事  ２0名（総数２4名）

令和８年度 第２回 理事会の開催令和８年度 第２回 理事会の開催

◆ 入　　　会
事業所名／代表者名 電　話 ＦＡＸ 〒 所　在　地
みやぎ運送／宮城 洋子 0９8-886-5２２７ ９03-0804 那覇市首里石嶺町２-７0-２９-40２

（株）平良土建 0９80-７２-1９18 0９80-７２-７488 ９06-0008 宮古島市平良字荷川取２56-1

会会会 員員員 だだだ りりりよよよ

貸付利率

年 3.25%（令和８年８月12日より実施）
近代化基金融資にかかる近代化基金融資にかかる
貸出金利について貸出金利について

【協議事項】
（1）	理事定員の見直しについて
（2）	就業規則の改正について
（3）	給与規程の改正について ※再検討
（4）	第31回全国トラック運送事業者大会に
	 ついて
（5）	会員の入会について
※上記については、一部を除き承認されました。
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２４（土）	 第５８回	全国トラックドライバーコンテスト（安全

運転中央研究所）～２５日
２９（木）	 久米島地区安全運転講習会（具志川村農村環境改

善センター）１８：００～１９：００

協 会
日 誌

2026年  10月行事予定

2026年  ９月行事予定

 日　　時  令和８年８月13日（木）1２：00～14：00
 場　　所  九州沖縄トラック研修会館（5Ｆ研修室）
 出席理事  ２0名（総数２4名）

令和８年度 第２回 理事会の開催令和８年度 第２回 理事会の開催

◆ 入　　　会
事業所名／代表者名 電　話 ＦＡＸ 〒 所　在　地
みやぎ運送／宮城 洋子 0９8-886-5２２７ ９03-0804 那覇市首里石嶺町２-７0-２９-40２

（株）平良土建 0９80-７２-1９18 0９80-７２-７488 ９06-0008 宮古島市平良字荷川取２56-1

会会会 員員員 だだだ りりりよよよ

貸付利率

年 3.25%（令和８年８月12日より実施）
近代化基金融資にかかる近代化基金融資にかかる
貸出金利について貸出金利について

【協議事項】
（1）	理事定員の見直しについて
（2）	就業規則の改正について
（3）	給与規程の改正について ※再検討
（4）	第31回全国トラック運送事業者大会に
	 ついて
（5）	会員の入会について
※上記については、一部を除き承認されました。



発
行
所
／
	公
益
社
団
法
人
  沖
縄
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

	
〒
900-0001 那

覇
市
港
町
2-5-23   TEL. 098-863-0280   FAX. 098-863-3591

印
　
刷
／
	光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）  TEL. 098-889-1121(代

)
no.432

Septem
ber 2026

こ
の
よ
う
な
改
造
は
不
正
改
造
で
す
。

不
正
改
造
は
犯
罪
で
す！
！

「
知
ら
な
か
っ
た
」で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
や
マ
フ
ラ
ー

の
切
断・
取
り
外
し
は
、排
気
騒
音
が
増
大
し
、

沿
道
住
民
の
生
活
環
境
を
脅
か
し
、騒
音
公
害

の
原
因
に
繋
が
り
ま
す
。

❶

運
転

者
席・

助
手

席
の

窓
ガ

ラ
ス

へ
の

着
色

フ
ィ

ル
ム

等
の

貼
付

（
貼
付
状
態
で
可
視
光
線
透
過
率
70
%
未
満
）

運
転
者
席
及
び
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
に
濃
い
色
の
着
色
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
こ
と

に
よ
り
、周
囲
の
状
況
が
確
認
し
に
くく
な
り
、大
変
危
険
で
す
。

❹
タ

イ
ヤ

及
び

ホ
イ

ー
ル

の
車

体（
フ

ェ
ン

ダ
ー

）
外

へ
の

は
み

出
し

適
切
な
タ
イ
ヤ
や
ホ
イ
ー
ル
を

使
用
し
な
け
れ
ば
、車
体
に
接

触
し
た
り
、ブ
レ
ー
キ
構
造
な
ど

と
干
渉
し
ま
す
。

ま
た
、車
体
か
ら
突
出
す
る
こ
と

も
あ
り
、歩
行
者
等
に
危
害
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、大
変

危
険
で
す
。

❸

基
準

外
ウ

イ
ン

グ
の

取
り

付
け

車
体
か
ら
は
み
出
し
た
ウ
イ
ン
グ
は
、歩
行
者
等
に

接
触
し
、危
害
を
加
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、大
変

危
険
で
す
。

❺

※
色
の
判
断
に
つ
い
て
は
、点
灯
状
態
を
見
て
判
断
し
ま
す
。

制
動
灯
、方
向
指
示
器
等
は
そ
れ
ぞ
れ
灯
光
の
色
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
他

の
色
を
使
用
す
る
こ
と
は
誤
認
を
与
え
、他
の
交
通
を
阻
害
し
、事
故
を
誘
発
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
、大
変
危
険
で
す
。

❷

速
度

抑
制

装
置（

ス
ピ

ー
ド

リ
ミ

ッ
タ

ー
）

の
解

除・
取

り
外

し

速
 度

 抑
 制

装
 置

 付

❼

Ａ

Ｂ CＡ
.

Ｂ
.

C
.荷

台
さ

し
枠

の
取

り
付

け・
燃

料
タ

ン
ク

の
増

設
突

入
防

止
装

置
の

切
断・

取
り

外
し

大
型

後
部

反
射

器
の

取
り

外
し

❻

基
準

不
適

合
マ

フ
ラ

ー
の

装
着

／
消

音
器

の
取

り
外

し
ク
リ
ア
レ
ン
ズ
等
不
適
切
な
灯
火
器
及
び
回
転
灯
等
の
取
り
付
け

灯
火

類
の

色
の

変
更

不
正
改
造
車

迷
惑
黒
煙
車

通
報
連
絡
先

不
正
改
造
車
を
見
か
け
た
ら

●
車
両
の
ナ
ン
バ
ー

●
不
正
改
造
の
内
容

を
こ
ち
ら
ま
で

不
正
改
造
車
を

排
除
す
る
運
動

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動

w
w
w
.t
en
ke
n-
se
ib
i.
co
m

推
進
／
国
土
交
通
省
、不
正
改
造
防
止
推
進
協
議
会
　
後
援
／
内
閣
府
、警
察
庁
、農
林
水
産
省
、経
済
産
業
省
、環
境
省
　
協
力
／
独
立
行
政
法
人
自
動
車
技
術
総
合
機
構
、軽
自
動
車
検
査
協
会

（
一
社
）日
本
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会
、日
本
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
連
合
会
、全
国
自
動
車
電
装
品
整
備
商
工
組
合
連
合
会
、全
国
タ
イ
ヤ
商
工
協
同
組
合
連
合
会
、（
一
社
）日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
、（
一
社
）日
本
中
古
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
、日
本
自
動
車
輸
入

組
合
、（
一
社
）日
本
自
動
車
工
業
会
、（
一
社
）日
本
自
動
車
部
品
工
業
会
、（
一
社
）日
本
自
動
車
車
体
工
業
会
、（
公
社
）日
本
バ
ス
協
会
、（
公
社
）全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、（
一
社
）全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
、（
一
社
）日
本
陸
送
協
会
、全
日
本
自
動
車
部
品
卸
商
協
同
組
合
、

（
一
社
）日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協
会
、（
一
社
）全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
、（
一
社
）全
国
自
家
用
自
動
車
協
会
、（
一
社
）日
本
自
動
車
連
盟
、（
一
財
）自
動
車
検
査
登
録
情
報
協
会
、（
一
社
）日
本
自
動
車
会
議
所
、（
一
社
）日
本
二
輪
車
普
及
安
全
協
会
、（
一
社
）全
国
自
動
車
標
板
協
議

会
、全
国
石
油
商
業
組
合
連
合
会
、（
一
社
）自
動
車
用
品
小
売
業
協
会
、日
本
ウ
イ
ン
ド
ウ・
フ
ィ
ル
ム
工
業
会
、（
一
社
）日
本
自
動
車
用
品・
部
品
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
振
興
会
、（
一
社
）全
国
二
輪
車
用
品
連
合
会
、全
国
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
振
興
会
連
合
会
、全
国
自
動
車
大
学
校
・

整
備
専
門
学
校
協
会
、全
国
自
動
車
短
期
大
学
協
会
、全
国
オ
ー
ト
バ
イ
協
同
組
合
連
合
会
、（
一
社
）日
本
RV
協
会

不正
改造

車を
排除

する
運動

不正
改造

車を
排除

する
運動

不
正
改
造
は
犯
罪
で
す

ダ
サ
い！

ダ
サ
い！

不
正
改
造
車
の
使
用
者

不
正
改
造
車
の
使
用
者

整
備
命
令
の
発
令

整
備
命
令
の
発
令

不
正
改
造
を
実
施
し
た
者

不
正
改
造
を
実
施
し
た
者

6ヵ
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
30

万
円
以
下
の
罰
金

6ヵ
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
30

万
円
以
下
の
罰
金

大 迷 惑大 迷 惑 違
法

違
法


